
グループ結成のきっかけについて
　2012年に私の2学年上の東京藝術大学の
先輩である鳥越さん（トロンボーン）からの呼
びかけで結成いたしました。メンバーは全員
東京藝術大学音楽学部の金管楽器専攻生で
す。通常、このように室内楽のアンサンブルを
作る時は同学年で組むことが多いんですが、
我々は学年がバラバラなんです！学年が違っ
てもそれぞれの意見を素直にストイックにぶ
つけ合うことができるので、アンサンブル（演
奏）の環境はとても良かったです！また、大学
の授業においてもアンサンブルのレッスンを
栃本浩規先生（元NHK交響楽団トランペット
奏者）にしていただき、アンサンブルの極意！
を教えていただきました。この点は、後々の韓
国での国際コンクール優勝にもつながる大き
な経験でした！
グループ名である「メナジェリー・ブ
ラス・クインテット」の由来について
　「メナジェリー」とはあまり聞き慣れない言

日本の若きトッププレイヤーたちで結成された「メナジェリー・ブラス・クインテット」。金管楽器のプレイ
ヤーにとって登竜門とされている『第10回チェジュ国際金管楽器コンクール』(韓国) 金管五重奏部門第1位の
実力派アンサンブル！一流奏者の卓越したテクニックと洗練された音楽性をお聴き逃しなく。また、公演前日
には本公演出演者を講師に招き楽器別クリニックを実施いたします。

公演情報

１３：３０開場／１４：００開演
メナジェリー・ブラス・クインテット

会場：メディキット県民文化センター　演劇ホール
出演：鶴田麻記・重井吉彦（トランペット）、鈴木 優（ホルン）
　　　髙瀨新太郎（トロンボーン）、田村優弥（テューバ）
曲目：G.ファーナビー / 空想・おもちゃ・夢
　　　J. チータム / ブラス・メナジェリー より　　　ほか

日1210
１３：００～１５：００

クリニック情報

会場：メディキット県民文化センター　地下練習室ほか
講師：重井吉彦（トランペットコース）、鈴木優（ホルンコース）
　　　安井貴大（トロンボーンコース）、田村優弥（テューバコース）
　　　鶴田麻記（アンサンブルコース）
※詳しくは劇場ＨＰにてご確認ください。

土1110 コンサート前日にメンバーを講師に迎え、クリ
ニックを開催！楽器ごとにグループレッスンを
行い、基礎練習から演奏の極意まで！？を伝授
します♪日頃の演奏をさらに深めたい方はも
ちろん、なにかヒントが欲しいと思っている方
も、ぜひお気軽にご参加ください。

葉だと思いますが、英語で「動物園・サーカ
ス」や「風変わりな人たちの集まり」という意
味なんです。我々メンバーのそれぞれの個性
と豊かな音楽性を生かした演奏ができればと
思いこのメナジェリーと言う言葉を使いまし
た。
演奏中など意識していること
　我々の「金管5重奏」という形態は、他の室
内楽の形態（木管５重奏や弦楽カルテットな
ど）に比べて歴史がかなり浅いんです。なの
で、まずは「金管5重奏」という編成・形態を
知ってもらえたらと考えています！そして、
金管ならではの輝かしく！楽しく！というサ
ウンドと、金管５重奏の魅力を知って楽しん
でもらえるよう、練習の時から意識していま
す。
　我々は言葉で伝えることができないので、
楽器を通じて「音色で語る」という点を意識
して常に演奏しています！

テューバ奏者の田村さんに本公演の魅力をお聞きしました♪

髙瀨 新太郎
（トロンボーン）

田村 優弥
（テューバ）

鈴木　優
（ホルン）

重井  吉彦
（トランペット）

鶴田  麻記
（トランペット）

(c)Ayane Shindo

最後に宮崎の皆さまに！
　「メナジェリー・ブラス・クインテット」と
して九州初のコンサートとなります。宮崎で
の私たちの演奏と、クリニックを通じて宮崎
の皆さんと交流できる事を楽しみにしており
ます！演奏会は、「金管５重奏」の魅力をお伝
えできる王道と呼ばれるプログラムから、各
楽器が際立つソロ曲などを用意しております
ので、お楽しみいただけたらと思います。ク
リニックまた、コンサート会場でお会いしま
しょう！
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――まず、「サウンドプロジェクトMz」を立ち
上げた経緯を教えてください。
稲 若い演奏家同士で集まって音楽を創ってみ
たい、という想いがきっかけです。若手が集まり
やすい場所を作れば、宮崎の吹奏楽はもっと盛
り上がるんじゃないかと思いました。これまで先
輩方が積み上げてくださった宮崎の吹奏楽の歴
史を次の世代へ引き継ぐだけでなく、新しいも
のを生み出すプロジェクトを立ち上げたい。そ
して、それを音で表現したいという想いから「サ
ウンドプロジェクトMz」と名付けました。
教 宮崎ではこれまでにない演奏会を開きたい
と思いました。キーワードは「新しい試み」「挑
戦」です。
――「みやざきの舞台芸術シリーズ」に応募さ
れたきっかけは？
稲 楽団を結成して最初の演奏会なので、運営
面でも資金面でも課題が多くありました。そこ
で、この「みやざきの舞台芸術シリーズ」の力を
お借りしようと考えたんです。おかげで、挑戦
の幅が大きく広がりました。
教 母体がないところから新しい楽団を作るに
は、膨大なエネルギーが必要です。スタート
ダッシュを切るうえで、この「みやざきの舞台
芸術シリーズ」から得られたエネルギーは非常
に大きかったですね。当初の想定よりも大規
模な演奏会を企画できました。
――今回のプログラムには、教山さんがソリ
ストを務めるトロンボーン協奏曲「Colors」が
あります。
稲 彼にソリストを依頼したのは、聴きに来てく

ださる皆さんに宮崎の吹奏楽のレベルの高さ
を知ってほしかったからです。せっかく演奏会
をやるなら、私たちだけで楽しんで終わるので
はなく、「宮崎の若手だけでこれだけ素晴らし
い演奏ができるんだ」ということをアピールし
たいと思いました。
教 本来ならプロの奏者を招いて演奏するよう
な難易度の高い協奏曲を、アマチュアでも演
奏できることを示したかったんです。これも、若
手だからこそできる「新しい試み」の一つです。
稲 「宮崎に教山了悟あり！」って見せつけてや
りましょう！
――ソリストを依頼されて、どんなお気持ちで
したか。
教 これだけのメンバーがそろって演奏できる
機会は滅多にありませんから、このチャンスを
逃したら次はないだろう、と思いました。ただ、
ソリストを引き受けたおかげで、日々の個人練
習はかなりヒリついてます（笑）。ほぼ毎日練習
していますが、時間があるときは23時とか、日
付が変わるまでやる日もありますね。
稲 教山さんのこの熱量があってこそ演奏でき
る曲です。せっかくレベルの高いメンバーが集
まるのだから、宮崎ではなかなか演奏されな
い難易度の高い曲に挑戦したかったんです。
――「Colors」以外の曲目も、とても挑戦的な
選曲ですね。
教 今回の曲目は、吹奏楽ファンなら一度は耳
にしたことのある名曲ばかりです。今の時代、
YouTubeなどで簡単に演奏は聴けますが、い
ざ実際に演奏しようと思うと、人数や難易度
の問題でなかなか実現できません。そういう
曲を、映像ではなく、素晴らしいホールでの生
演奏で聴いてほしいです。
稲 特に、今吹奏楽に打ち込んでいる学生の皆
さんに聴いてほしいですね。社会人になっても
大好きな音楽を続けられるんだと感じてもら

えたら、学生の皆さんの新しい音楽の可能性
が開けると思います。また、吹奏楽オリジナル曲
に絞ったことで、その魅力を最大限に伝えられ
るプログラムになりました。吹奏楽団はポップ
スやジャズなど他ジャンルの曲を編曲して演奏
することも多いのですが、やっぱりオリジナル
曲が一番吹奏楽の魅力が詰まっていますから。
――最後に、今回のプログラムを一言で表す
なら？
稲 「熱」です。演奏者も曲目も、とにかく熱い
です！
教  「超豪華フルコース」です。とても満足度の
高いコンサートにしてみせます。ぜひお召し上
がりください（笑）。

吹奏楽オリジナル作品の魅力を広く届けるため、宮崎県内で活
躍する若手演奏家たちが一堂に会する、渾身の企画演奏会『響
宴』。主催の「サウンドプロジェクト Mz」代表の稲垣さんと、
演奏会でソリストとして出演される教山さんに、演奏会につい
てお話を伺いました。

公演情報

13:15開場／14:00開演
『響宴』～若手演奏家による吹奏楽の集い～

会場：アイザックスターンホール
出演：サウンドプロジェクトMz
　　　稲垣翔太（指揮・トランペット）
　　　教山了悟（トロンボーンソリスト）
　　　櫻井和也（客演指揮）
< 曲目 >
第一部（指揮：稲垣翔太）
 ・華麗なる舞曲／作曲：C.T. スミス
 ・トロンボーン協奏曲「Colors」
　（ソリスト：教山了悟）
　／作曲：B. アッペルモント　他
第二部（指揮：櫻井和也）
 ・巨人の肩にのって／作曲：P. グレイアム　他
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'25 みやざきの舞台芸術シリーズⅡ

宮崎県出身・在住の皆さんが行う舞台芸術の公演活動を応援する「みやざきの舞台芸術」シリーズ。
今年度は以下の3公演を開催します。

2025.9/14(日)、15(月・祝)
劇団ゼロQ　第33回公演

『八木助産院の食卓』

今回は、シリーズⅡ　『響宴』の情報をお届けします！

～若手演奏家による吹奏楽の集い～
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’ 2 5みやざきの舞台芸術シリーズⅡ

宮崎県内で活躍するミレニアム世代とZ世代の30代・20代のみの演奏家で構成され
た企画団体です。Mz（エムズ）は、宮崎のスペルから取った“M”と“Z”だけではなく、ミ
レニアム世代の“M”、そしてZ世代の“Z”を掛け合わせた意味を持っています。そんな
若い世代ならではの感性とエネルギーで、宮崎に新たな風を吹き込みます。

サウンドプロジェクトMz

サウンドプロジェクトMz代表

稲垣 翔太さん
トロンボーンソリスト

教山 了悟さん

2026.2/14(土)、15(日)
体感型コンサート
～オーケストラで旅する名曲の世界～

2025.10/5(日)
『響宴』
～若手演奏家による吹奏楽の集い～
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